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令和２年度 徳島県立川島中学校 学校評価計画（１）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画

評価指標

(1)中高一貫教育 ①中高連携の促進に努 ①中高一貫教育推進委員会を年５回実施し，生
の推進 め，生徒の個性や能 徒の現状に応じた教育活動を検討する。

力を伸張するととも

に，異年齢集団にお

ける社会性の育成を ②儀式的行事や体育祭・文化祭だけでなく，必

進める。 要に応じて行事等を中高合同で実施し，満足

度を 80％以上とする。

②６年間の計画的・継 ③特別活動などで，学年をまたがっての活動を

続的な教育の研究を 取り入れ，６年間を見通した特色ある教育を

進め，中高の一貫 行っているとの回答を 80％以上とする。
性を促進する。

活動計画

①併設高校と連携し，毎学期に教科会を行った
り，研究授業を行ったりするなど生徒の現状

に応じた６年間の学習計画づくりをする。

②中学生・高校生がともに参加する共通の学校

行事に積極的な参加を促す。

③専門委員会などを通して学年の枠を越えた活

動を推進する。



令和２年度 徳島県立川島中学校 学校評価計画（２）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画

評価指標

(2)確かな学力の ①個別面談の充実や， ①家庭学習時間（塾なども含む）の平均が各ク
充実と指導力の 朝の学習，家庭学習 ラス２時間以上をめざす。
向上 など自主学習の促進

に努める。 ②「１年間，計画を立てて振り返りながら学習
に取り組むことができた」と答える生徒の割
合が 70％以上をめざす。

③各種検定（漢検・英検・数検など)の受検率
を昨年度より向上させる。

②学力向上を図る研修
の充実や，授業の創
意工夫に努める。 ④至誠ノートの読書記録を活用して，毎月の読

書冊数の平均が各クラス２冊以上をめざす。

⑤「授業力向上のための授業見学」で学んだこ

となどを踏まえて，「小単元ごとに深い学び
③「主体的・対話的で を促す場面を１回以上設定できた」と答える
深い学び」の視点か 教員の割合が 80％以上をめざす。
らの学習・指導方法
の研究を推進する。

活動計画

①至誠ノートを毎日提出させ，学習の計画を立

てて振り返る習慣を身につけさせる。

②中高一貫校用の模試を活用して，大学入試ま
で見据えた学習指導を行う。

③各学年で効果的な「質問タイム」や「補充学
習」を実施し，個々の生徒の学力を伸ばす。

④図書委員会と連携して読書活動を推進し，思
考力や表現力，幅広い視野を育成する。

⑤「授業力向上のための授業見学」において，

授業見学と公開授業に中高合同で積極的に取
り組む。



令和２年度 徳島県立川島中学校 学校評価計画（３）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画

評価指標

(3)生徒の能力･適 ①進路指導の改善・充 ①「先輩から学ぶ」（2年生），「スペシャルアプ
性に応じた進路 実を図り，進路達成 ローチ」（3年生）など中学生や高校生と語り
の実現 意欲を高める。 合うことは学校生活に役立っていると思う生

徒・保護者の割合を 85％以上にする。

②フューチャーにおいて，将来の進路につなが
るキャリア教育を実施し，それぞれの発達段

階に応じた体験活動が進路選択に役立つと
の回答が 85％を超えるようにする。

②三者面談・年次ＰＴ ③「進学説明会」(3 年生)の実施が進路を見据
Ａなどにより保護者 えた学校生活に役立つとの回答が 80 ％以上
との連携強化に努め にする。
る。

活動計画

①進路指導の充実を図り，生徒の能力や適性を

高めるため，行事を通しての体験学習や，質
問タイム・補充学習・課題演習（全学年），
スペシャルアプローチ（3 学年対象）等の内
容の充実を図る。

②体験的な活動を計画的に実施するとともに，
外部との連携を積極的に取り入れることで社
会性を育て，問題を解決する能力を養い，進

路選択を支援する。



令和２年度 徳島県立川島中学校 学校評価計画（４）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画

評価指標

(4)基本的生活習 ①生徒一人一人の自覚 ①校則や交通ルールの遵守をめざし，90％以上
慣の確立を図る を促し，基本的生活 が交通ルールを守れていると回答できるよう
生徒指導の徹底 習慣を身につけさせ にする。また登下校時の交通事故ゼロに努め

る｡ る。

②あいさつをよくしているとの回答を，90％以
上とする。

②あらゆる教育活動を
通して，きめ細やか ③携帯電話を正しく使っているとの回答を 90
な生徒指導を行い， ％以上とする。
いじめの防止等の取
組に努めるとともに
教育相談活動の充実
を図る。

活動計画

①社会や学校のルールやマナーを守り，お互い
が気持ちよく安全な生活を送れるようにす

る。また，徒歩通学生徒，自転車通学生徒，
公共交通機関を使用しての通学生徒，保護者
送迎等それぞれの通学状況に応じた指導を行
い，登下校時の事故やけがの防止に努める。

②生徒相互，教職員，来客者に対するあいさつ
を徹底させる。特に全校集会等で生徒会本部

役員とタイアップしてあいさつ運動を推進す
る。

③外部講師による講話や講習会を毎学期に実施
し，トラブル防止を推進する。

④いじめの防止や，早期発見に努め，問題の背
景や環境要因も考慮し適切な解決や支援を実

行する。



令和元年度 徳島県立川島中学校 学校評価計画（５）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画

(5)人権尊重の精 ①人権教育指導計画の 評価指標
神の涵養を図 推進と，“あわ”人権
る人権教育の 学習ハンドブックの ①｢人権学習に積極的に取り組んでいる。」と思
推進 活用により人権問題 う生徒の割合，80％以上をめざす。

を解決できる生徒の
育成に努める。

②｢人権の大切さを学び，それを日常生活に活
かそうとしている。」と思う生徒の割合，80

②人権尊重の意識を高 ％以上をめざす。
めるため，体験活動
を積極的に取り入れ ③｢人権を大切にする教育活動が行われてい
た取組の展開に努め る。」と思う保護者の割合，80％以上をめ
る。 ざす。

活動計画

①生徒の実態に即した人権学習主題を設定し,個
別的な視点と普遍的な視点の双方を加味し,
学習を組み立てていく。また,“あわ”人権学
習ハンドブックや「わたしの願い」の活用に
努める。

②生徒一人一人を生かし，大切にする学級づく
りのため，学校生活に関するアンケートを行
う。授業や指導の中で，いじめは，人権にか
かわる重大な問題であり，絶対に許されない

行為であることを徹底する。また，自分も相
手も大切にする関係を築き，コミュニケーシ
ョン能力を育成するために，体験的参加型学
習を取り入れる。

③人権委員会が積極的に活動する場を作り，生
徒が主体的に学び，行動に移していこうとす

る意欲や態度を育成する。



令和元年度 徳島県立川島中学校 学校評価計画（６）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画

評価指標

(6)心身ともに健 ①学校行事，生徒会活 ①学校行事に積極的に参加していると思える生
康な生徒を育て 動を通じて生徒の自 徒を 90 ％以上とし，保護者の理解も 90 ％以
る特別活動の充 主性の育成に努め 上得られるようにする。
実 る。

②３年間を見通した体験学習が，豊かな心を育

②ホームルーム活動 むために役立っていると 90 ％以上が思える
（学級活動)や部活動 ようにする。また部活動に積極的に参加でき
のより一層の充実と る生徒を 80％以上にする。
活性化を図る。

活動計画

①目的や運営のあり方を見直し，生徒の実態に
応じて学校行事をより充実したものにする。

②各生徒会専門委員会の意義や役割を周知し，
生徒の自主的な活動をすすめるため，生徒会
活動の活性化を図る。

③学校生活や学級における身近な課題をもとに

話し合い，積極的･実践的に学級の合意が図
れるよう指導する。



令和２年度 徳島県立川島中学校 学校評価計画（７）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画

評価指標

(7)環境教育及び国 ①新学校版環境ＩＳＯ ①「ゴミの分別・節電･節水等に努めている」と回
際理解教育の推 に取り組むなど環境 答する生徒の割合が 70％以上をめざす。
進 保全活動に努める。

②国際性を高めるため ②外国語活動やグローバルの授業が外国の言語や文

積極的に国際交流を 化に触れ視野を広げるのに役立っていると思える

図る。 生徒が 80％以上となるようにする。

活動計画

①「新学校版環境ＩＳＯ」の認定校として，環境美

化委員会を中心に清掃活動やリサイクル活動の充

実を図る。

・中庭の花壇の水やりと玄関の掃除を環境美化委員

が当番制で毎日行い，校内の美化に努める。

・学期ごとに環境美化委員会で学校周辺のゴミ拾い

に出かける。

②国際交流

・海外語学研修現地校や海外の学校との交流の機会

を積極的に取り入れる。また，｢グローバル｣等の

授業を活用して，自他の文化への理解を深めるな

ど，生徒が積極的に交流できるように適切な指導

と準備を行う。



令和２年度 徳島県立川島中学校 学校評価計画（８）

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画

評価指標

(8)開かれた学校 ①地域貢献活動等の ① 「参観日や見学会を通して，学校の特色が
づくりと安全教育 活性化や，ホーム 伝わっている」と思う保護者の割合 70 ％以
の推進 ぺージ等を活用し 上をめざす。「外部講師を招いての授業の機

た広報活動の充実 会が多く設けられている」と思う生徒の割合
地域の連携を深め， 70％以上をめざす。
外部評価結果を活
かす取組を推進す ② 「ホームページは，学校の広報活動に役立
る。 っている」と思う保護者の割合 70 ％以上を

めざす。

③ 防災避難訓練に真剣に取り組んでいる生徒
の割合，80％以上を目ざす。

活動計画

① 参観日や学校公開の日，県立川島中学校見

学会の機会に特色ある授業を実施し，学校
②地域と連携した安 の取組を発信する。また，小学校への広報
全･防災教育の積極 として学校パンフレットや広報誌「絆」の
的な推進に努め地 配布を行う。
域防災を担う人材 外部講師を招いての出前授業や学校行事，
を育成する。 部活動などの学校の取組をホームページで

発信し，学校の広報活動を充実させる。ま
た，すべての教員で分担してホームページ
の更新に取り組めるよう，マニュアルの作
成と教員研修を行う。

② 防災避難訓練にあたっての事前，事後指導
の徹底をはかり,総合的な学習の時間で防災
学習を行う。
防災クラブの活動の活性化を図るための取
組を行う。


